








[要約] 1994 年 9 月～1997 年 11 月までに HB キャリアの妊婦から出生した児 48 例に対し

て遺伝子組み替え酵母ワクチン(以下 Y-HB ワクチン)を用いて B 型肝炎母子感染予防措置

をおこなった。本研究においては Y-HB ワクチン接種を従来の生後 2 力月に開始する方法

に比べて早期に開始した(Y-HB ワクチンを生後 0、 1、 3 力月に接種する早期接方法)。

対象 48例のうち44例について3回のY-HBワクチン接種1ヶ月後のHBs抗体価(初期反応)

を確認でき、 全例で有意な HBs 抗体の上昇がみられ, 初期反応は良好であった。 また HBs

抗原が陽性化したものは一例もみられなかった。HB ワクチンの早期接種は生後 2 力月に

開始する従来の方法と同程度に有効であるものと考えられた。


